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縦
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問
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近
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司
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検
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、
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司
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叉
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叉

回
全
一
二
十
一
円
安
吾
わ
れ
ま
ナ
の
一
度
台
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憾
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概
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。
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佐
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懇
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熱
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憾
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仰
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催
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襲
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築
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岩
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催
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菱
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暴
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惑
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五
九
一
り
ま
り
で
一
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は
今
年
も
お
き
ん
一

間

隔
制
二
十
二
笠
ハ
月
一
日
よ
り
昭
一
々
ん
を
警
か
語
℃
る
た
め
の
導
一
名
、
義
援
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よ
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な
い
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一
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に
と
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て
一
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張
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泊
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催
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長
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和
二
十
一
一
一
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四
月
三
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日
ま
で
の
一
念
か
ね
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、
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で
は
昨
何
十
一
月
か
b
一
れ
る
も
の
門
書
露
両
著
で
一
妻
、
叉
乳
幼
児
の
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霊
レ
ま
す
。
ハ

喜

怒

i
.

i

前

明

間
の
日
生
一
括

一
一
員
各
町
で
乳
幼
児
ハ
O
主
主
才
一
疾
病
以
よ

2
こ
患
い
も
の
U

の
一
再
レ
て
、
恐
ろ
し
い
富
か
ら
少
し
も
一
期
日
五
月
十
一
目

g
g八
時

1↑向
2
読
書
明
治
二
十
五
年
四
月

一
ま
で
U

の
農
蓄
を
行
っ
て
警
し一

聞
に
は
消
化
器
疾
患
一
二
名
、
呼
吸

一
早
主
主
義
孝
行
う
計
画
で
す
一
ハ
雨
天
心
底
十
八
己
会
以
降

両

首
よ
り
昭
和
一
一
十
三
年
四
月
三
十

一
塁
、
今
年
の
四
月
査
で
一
員
主
一
器
一
一
一
去
二
〈
の
他
六

一名

一

2
・

険

童

話

警

護

、

き

一

悲

喜

館

コ

i
ト

長

川

芸

品
塁
で
の
聞
に
日
告
レ
塁
。
侶
レ

一
巡
レ
会
し
た
の
で
、
六
月
早
々
か
、
安
一
色
定
義
し
た
。
叉
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よ
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、
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ど
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蜘
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反
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憤
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受
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を
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磁
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績
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一
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な
か
っ
た
の
で
す
一
門
違
完
投
開
語
塾
長
甲
百
一
一
応
札
一
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寄
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憲
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磁
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そ
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一
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で
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ろ
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、
求
惑
は
レ
で
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り
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十
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り
の
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事

一

」
追
究
で
は
、
念
持
活
よ
ど
哲
人
で
て
建
一
一
円
松
命令
器
利
恨
の
-
慣
ら
グ
ん
ほ
雲
理
学
る
の
み

-
2
つ
で
器
産
品
思
議
を
一
一
贈
る
き
た
の
で
貴
廿
四
日
一

一
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一
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崎
市
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L
持
訪
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れ
郡
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植
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丸
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す
x
w
/
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3
5
gし
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時
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喜
一

・

dlijijil--fiJ
一
一
下
さ
い
。
ハ
雲
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一

島

署
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支

で

あ

り

、

叉

患

者

一

恕

ろ

し

い

ア

メ

リ

カ

・

シ

ロ

ヒ

ト

D

で

1
1
1
1
1
1
I
L
-

-
緑
川
の
控
隅
か
内
救
い
・
書
棚
山
の
不
一

t
t
J〉
〉
}
〉
〉
〉
h
(
(
r
}
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
)
一

r

-
号
車
密
造
、
月
て
均
株
レ
注
入
-
持
.
十
月
十
一
一
括
内
昔
時
地
内
。
一
一
・
究
1
四分
U

は
ね
を
拡
げ
室
主
イ
ポ
か
ら
一
一
一
+
撃
の
長
い
自
宅
一
望
需
は
議
川
下
の
乏
の

5
1

四

・

一

E

松
航
の
縞
悼
怖
を
行
い
と
の
樋
林
肘
~

開

2
あ
り
、
前
市
。
健
柑
m
・4.
教
つ
い
之
忘
れ
(
図
議
関
秘
湯
り
)
の
批
判
路
航
で
繁
間
四
さ
約
一
一
宏
1
f
一一1
ミ
リ
ハ
八
l
一O
分
U

が
位
、
え
て
い
笈
ナ
ゾ
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
一

・

量

一
委
主
的
尚
一
定
い
人
で
あ
り
そ
れ
た
ア
メ
リ
カ
・
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
そ
の

g
u、
器
官
築
費
量
色
ト
リ
は
定
プ
芸
ナ
ス
、
警
の
第
一
議
て
成
木
し
て
、
壁
之
柔
株

一
害
弔
実
段
仲
間
時
宗
安
偲
ん
で
霊
力
の
商
い

2
陪
の
維
が
釘
問
八
の
め
斑
が
あ
り
ま
す
U

と
な
っ
て
、
す
提
好
ん
で
た
ペ
李
謀
、
穏
章
一
還
し
ま
レ
た
。

』
隻
語
審
問
忠
商
古
川
記
事
宗
主
万
樫
お
る
ご
」
と
と
、
ζ

ぐ
に
警
卵
子
畜
み
つ
け
て
陶
器
恐
さ
つ
ま
事
、
と
う
も
ろ
と
し
ま
よ
く
一
マ

1
2
2
M祭
器

薬

害

て

一

L
義
と
に
さ
し
た
。
空
間
芸
術
門
の
を
之
か
ら
れ
た
ら
築
後
、
樹
木
々
乃
レ
一
‘
紫
雲
市
レ
京
支
卵
は
議
た
ぺ
李
。
幼
虫
の
小
さ
い
頃
は
、
集
一
思
議
っ
て
か
内
局
委
脅
し

川
一
意
.
ど
ん
な
人
か
と
い
い
李
と
、
膜
作
物
は
徹
底
的
巳
喜
吉
注
れ
て
色
否
径
0
・
豆
ミ
リ
、
翼
六
百
1

鴎
し
て
白
返
還
伎
の
繋
去
っ
立
つ
一
ま
し
た
が
闘
慢
す
書
道
連
'

町
一
位
向
警
官
り
手
と
窓
滑
り
で
レ
ま
う
と
一
宮
恐
ろ
し
い
童
手
。
八
首
位
が
か
た
め
て
霞
み
つ
け
、
託
、
て
蓄
を
た
べ
て
い
ま
す
が
、
大
予
言
っ
た
の
代
理
衛
門
。
束
。
円
U

U
望
書
取
松
本
望
号
義
美
空
資
産
撃
襲
護
憲
糠
患
で
薄
く
で
わ
れ
て
い
ま
す
ぎ
な
る
と
策
定
存
議
し
て
た
ベ
る
一
負
品
多
大
で
あ
り
骨
子

3

察
衛
門

己

5
3一

目
、
雪
欝
類
援
号
、
附
義
援
亘
書
昼
間
闘
の
幼
虫
は
六
月
九
旬
か
ら
の
で
、
織
物
喜
吉
な
っ
て
し
波
宮
内
九
十
九
何
附
言
ハ
月
六

日
実
憲
主
妻
、
望
書
省
、
語
い
、
喜
一
七
還
の
賜
を
覧
七
月
期
寝
か
け
て
成
長
レ
第
三
回
目
い
李
。
市
で
は
皆
さ
ん
の
例
協
力
竺
月
十
九
自
民
六
十
七
才
で
隠
し
川
護

包
容
逓
.
需
望
号
、
憾
の
市
長
-
駆
除
レ
き
た
が
、
事
駆
除
同
震
の
蛾
は
八
月
上
旬
に
出
て
幼
虫
は
八
月
帽
号
、
と
の
恐
ろ
レ
い
害
虫
の
徹
底
的
一
筆
に
埋
葬
さ
れ
大
若
年
一
明
糾
・

空
襲
言
語
、
黒
色
と
は
宮
せ
ん
。
不
幸
に
し
て
駆
除
下
旬
な
い
し
九
月
上
旬
に
か
け
て
成
長
防
除
を
は
か
り
た
い
と
考
え
て
医
長
一
八
回
犬
正
義
特
別
一
六
議
霊

祭
竪
穴
名
義
起
人
と
レ
府
内
外
一
議
が
れ
た
麟
が
い
去
し
ま
ず
と
、
し
ま
ず
ハ
幼
虫
の
成
長
レ
ま
の
肢
体
す
の
で
、
ァ
メ
リ
ガ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
繍
一
レ
て
関
東
の
番
手
J
当
-
れ
た
折

脅
安
芸
名
交
々
の
蛍

g一
そ
の
壁
、
六
月
頃
望
号
、
十
喜
一

0
5
2
3
巴
号
、
顕
容
農
薬
号
毒
症
は
、
市
一
理
問
の
坊
主
表
、
特
主

義
警
れ
た
も
の
で
ナ
。
ハ
喜
一
円
警
は
震
秘
書
ち
い
劇
部
容
器
の
襲
警
告
・
側
傷
程
へ
憲
議
し
て
下
三
塁
附
言
し
た
。
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